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はじめに
著しい温暖化，海洋無酸素事変(OAE)が頻発し
た白亜紀中期は，マントルや外殻の活動が異常に
活発だったことが示唆され，表層環境との関係
を探る上で特筆すべき時代である．モンゴル南部
ゴビ盆地の湖成層(シネフダグ層，エイデムト層)
は，アプチアン期前期の，特にOAE1aという時
期（123-122Ma; Follmi et al 2006）にテチス海
域で起こった海洋無酸素事変の際に，陸域ではど
のような環境変動が起こっていたのかを明らかに
するのに適した地層と考えられている．
これら地層の堆積年代は，古生物学的に見積も
られており，シネフダグ層はオーテリビアン-ア
プチアン(Krassilov, 1982，Martinson & 
Shuvalov, 1973，Khand et al, 2000，Graham 
et al, 2001)，エイデムト層はおそらくジュラ紀
とされている．これらの堆積年代を介在する凝灰
岩のフィッション・トラック年代測定によって求
めた．

試料と分析手法
エイデムト地域の試料として採取地点の異なる
3本のコア(ED-C-18，ED-C-16，ED-C-12)から
10試料の凝灰岩を分析した．また露頭試料の凝
灰岩として2地点(ED-A，ED-E)から3試料用い
た．シネフダグ地域からは露頭試料の凝灰岩とし
て2地点(SH-C，SH-F)から2試料用いた．

結果と議論
本研究では15試料を鉱物分離したが，FT年代
が算出出来たのは，エイデムトから5試料でのア
パタイト年代，シネフダグからは2試料のジルコ
ン年代であった．またジルコンに関してはU-Pb
年代も算出した．

エイデムト
エイデムトのコア試料は誤差の範囲内で期待さ
れる年代値(205~135Ma:ジュラ紀)に近い値が算
出されたが，露頭試料は期待される年代値より
古い値が算出された(表1)．
コア試料から分離したアパタイトは238U-232Th
比が一定であるが，露頭試料では大きくばらつい
ている(図1)．コア試料は単一起源をもつ凝灰岩
であったのに対し，露頭試料は様々な起源のアパ
タイトが混在する凝灰岩質砂岩で，堆積年代を記
録していないと考えられる．

シネフダグ
2試料とも期待される年代値(124~112Ma:アプ
チアン)より著しく古いZFT年代値を算出した．
どちらの試料もZFT年代よりU-Pb年代の方がや
や古い(表1，2)．おそらくは花崗岩のような徐冷
した岩石から供給されたジルコンと考えられる．
期待される年代値より極めて古いZFT年代値から
も，基盤岩よりリサイクルされたジルコンである
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ことが示唆される．したがって2試料とも凝灰岩
質砂岩で堆積年代は記録していないと考えられ
る．
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図1. エイデムトにおける全試料のアパタイトの238U-232Th比

表1. FTによる年代
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表2. U-Pb年代（それぞれの数値は加重平均）
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